
 

 

学部・学科の理念、目的、教育目標 

 

 

【キャリアデザイン学部】 

 

(1) 学部等の使命・目的 

 キャリアデザイン学部は、「生涯学習社会におけるキャリアデザイン」の現状、歴史、理論および拡

充の方策等に関する教育・研究を行うことを目的とする日本で最初の学部として、2003年４月に発足し

た。 

 高度経済成長期を経て成熟仕会を迎えた現在の日本社会では、ひとり一人の個人に、個性的な人生と

相互の支えあいを主体的に行うこと＝キャリアデザインが求められている。このキャリアデザインは、

ダイナミックに変動する社会における質の高い生活実現の一環であり、そこには、職業人としてのキャ

リア、家族の一員としてのキャリア、コミュニティの一員としてのキャリア、学びや遊びの主体として

のキャリア、それらを統合したライフキャリア等が含まれている。 

 キャリアデザインを適切に行うためには、生涯にわたる学習と再学習とそれを可能にする人的資源ネ

ットワークや家族コミュニティ、学校、企業等の基本的諸組織の学習組織としての発展、法や制度等を

含む生涯学習社会の拡充が不可欠である。 

 こうした分野にかかわる研究は、従来、主に学校、コミュニティ、家庭にかかわるキャリア形成と生

涯学習社会を扱ってきた教育学、主に企業社会にかかわるキャリア形成と生涯学習社会を扱ってきた経

営学、生活文化、コミュニティにかかわるキャリア形成と生涯学習社会を扱ってきた文化人類学等に分

かれていた。 

 キャリアデザイン学部は、これら３つの学問分野の協力によって、キャリアデザイン学を拡充するこ

とを、その使命の一つとしている。 

 

(2) 教育目標 

 以上をふまえた教育によって、企業社会、コミュニティ、教育、学習施設、家庭、病院や矯正施設、

教育文化産業等において、生涯学習社会におけるキャリアデザインのサポートと研究を行うことができ

る人材を社会に送り出すことが、キャリアデザイン学部の教育上の使命である。 

 その際に社会におけるさまざまキャリア形成と学習の経験をもち、キャリアアップ、キャリアチェン

ジに強い欲求を持つ社会人の再教育を積極的に位置付けている。 

 上記の教育的使命を達成するために、①学生がすでに経験している生活や学習の蓄積を学生自身が把

握し、自己理解を深めること、②学生の見聞を拡大するために生涯学習社会におけるキャリアデザイン

にかかわるさまざまな現場に出かけたり、その仕事に携わっている人々の話を聞くこと、③講義などに

より、従来の学問蓄積を習得すること、④演習、卒業論文等により、学生による個性的なテーマ設定に

もとづく研究を深めることという、カリキュラム構成の基本的理念を設定している。 

 

(3) 当面の目標 

 卒業生と高校生や在学生との連携を深めながら、本学部が扱う広義のキャリア意識を高める教育を推

進する。 

 

 

 

 

教育課程について 
 

 キャリアデザイン学部の授業は「ＩＬＡＣ科目／市ヶ谷基礎科目」と「専門科目」で構成されており、これを４

年間に配当して授業を実施しています。また、教員免許や各種の資格取得を希望するみなさんのために、教職・資

格に関する科目が設置されています。 

 １年間の授業は約２８週で、春学期・秋学期の２セメスターに分けられています。学士の学位を得るためには、

４か年以上（最長８年）在学し所定の単位を修得しなければなりません。学士の学位取得に必要な単位数およびそ

の内容に関する規程はきわめて厳格なものであり、１単位の不足があっても学士の学位を得ることはできません。

学生のみなさんが科目の履修をする際はこの「履修の手引き」をよく読み、誤りのないよう十分注意してください。 

 

単位制度とは 
 

本学における教育課程はすべて単位制度を採用しています。各授業科目の単位数は文部科学省の定める次の基準

に従っています。 

  (1) 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で学部の定める授業時間をもって1単位とする。 

  (2) 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの範囲で学部の定める授業時間をもって1単位

とする。 

 上記の時間数には授業時間のほか、予習・復習および実習授業の準備などの時間を含んでいます。 

 単位は、履修科目を登録し授業を終了した科目について、平素の学習状況、出席状況、筆記試験やレポート・論

文提出による成績評価の結果、合格した場合に与えられます。 

 
 
修業年限および在学年限 
 

１ 本学の修学年限は最短４ヶ年です。 

２ 休学期間を除き、本学に８ヶ年を超えて在学することはできません。 

  ２年次転・編入学者は６ヶ年を超えて、３年次転・編入学者は４ヶ年を超えて、在学することはできません。 

３ 春学期セメスターに在学して秋学期セメスターに休学または退学・除籍になった場合、あるいは、秋学期セメ

スターに復学・復籍した場合、当該年度の在学期間は０．５年となります。 

 

キャリアデザイン学部からの情報発信 
 

 

各媒体の詳細または位置づけについては、学部-（82）ページに掲載しています。必ず併せて確認してください。 

 

 法政ポータルサイト(Hoppii)内の学部web掲示板・市ヶ谷リベラルアーツセンター(ILAC)掲示板 

 キャリアデザイン学部ホームページ  

法政大学（www.hosei.ac.jp）＞在学生の方へ＞学部・大学院からのお知らせ「キャリアデザイン学部」 

（2020年リニューアル予定） 

 キャリアデザイン学部Ｔｗｉｔｔｅｒ 

   アカウント ＠ｈｏｓｅｉ＿ｃｄ
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